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気候変動が関係 し た 記事
合計 70 件
の 主 ユ ス
大型耐震実験装置機械系更新工事完成
国際防災の10年 (I DNDR)へ向 けて
く 2面＞
く 2面＞




建設第 1号 として完成した。 以来，土木 ・ 建築構
造物，産業施設，原子力施設等の各種 構造物の実







改良を，昭和61年度から 3ヵ 年計画で， 約12億円
の費用かけて行い，12月24日 に完成し引渡しを受
ける予定である。











更 新 後 更 新 前
15m X 14. 5m 15m X 15m 
重量160ton 同左
360ton 同左
(90ton X 4 台）
500ton 同左
土220mm 土30mm
75cm/sec 37cm/s ec 
I O. 55G ( 500ton時） 同左
0. 94G ( 200ton時） 同左
2 . 0G （振動台のみ）I 同左
加振周波数範 I DC�50Hz 0 .  1~50Hz 
囲
加振波形 I 正弦波，不規則波， I 同左
地震波
国際防 災の 1 0年 (I DN DR) へ向けて
国際協力事業団の集団研修 「防災技術セミナー 」
において，11月 29 · 30 日 の両 日，国際防災10年
(IDNDR ) へ 向けての講義を 4 人の先生にお願
いした。
大井英臣氏 ： 国連災害救援 活動調整官 事務所
(UND RO) に勤務していた関係から， 災害救援
以外にもマニュアル（当センタ ー 資料調査室 にあ
る）の作成な ど，またア ジア地域に防災センタ ー
を設立するな どの，多彩な活動の説明と， 氏の救
援活動調整官 としての生 々しい経験， そして
IDNDR に対して同事務 所が全面的な準 備活動を
行っている ことが講義された。セミナー 参加者か
らも同事務所お よびIDND R について多くの要望
が出された。
土岐憲三氏 ：京都大学教授 ・日本学術会議災害
科学研連委員 ， また IDND R 専門家会議 に出席さ
れている ことから，最近の専門家会議の進行状況
の説明お よび学術的見地からの取り組 み方につい
て講義された。 今何をすべきか ？ ，教育 ・訓練，
災害の科学的調査， デ ー タベースの設立， 共同観
測，セミナー の開催などがあげられた。




義が行われた。 世界 ・日 本の災害例， 日 本の防災
態勢，日本の災害防止についての国際協力の例な
どが話された。また，個人的意見という断りはあ




保科秀明氏：国連地域開発セン ター (UNC RD)
の活動および国連の他機関の活動との関係の説明
と，IDNDR に対する同セ ン ターの取り組み方に
ついて講義されたが，ワー ク シ ョッ プ形式でセミ
ナー参加者全員か ら，自国におけ・る各自の防災活
動への係わり，さ らに，それぞれの立場から，同
セ ン ター および IDNDR に何が期待 されているか
が話合われた。国によって，あるいは担当する災
害分野により，違いはあるが，国連機関へのリー








ます。日時 1 2月 1 6日（金）1 3時 30分ー 1 6時 30分。
場所 研究交流セン ター（茨城県つくば市竹園 2
- 20- 3) 。プログラム 地震活動 ・ 速度構造か
らみた関東地域でのプレー トの沈み込み ： 石田端
穂（第2 研究部地震活動研究室長）首都圏におけ




新庄 (11月24· 25日 ，延出席者246人），長岡 ( 11
月 29 · 30日，延出席者188人）で開催された。とく
に長岡では，長岡ニュー タ ウンで開催されている，
屋根雪処理技術と歩道融雪 ・無積雪歩道等技術に
関する克雪住宅実験事業（主催 ： 克雪 • 利雪技術
研究会）の見学が合わせて行われた。
｀ 新庄では，11月10日に初雪を観測し たが根雪と
ならず，24日から 25日にかけて，長岡( 25日 ：1 cm)
および新庄 ( 25日 ：19cm) で積雪があり，と も
に本格的な雪シー ズ ンの到来となっ た。
三
11月 11日銚子の南東沖30km,深 さ27km付近と 23
日小名浜の東方10km, 深 さ30km付近とに発生し た
M 4.8の地震が，11月中観測された地震のうち最大
である。M 4以上の浅い内陸地震は，11月14日群













11月17日 （木）フ ジ(8チ ャン ネ ル）1 6時
「お天気チャ ンネ ル」大型降雨
実験装置による実験




10月11日 （月）陸奥新報 ：五所川原に新型レー ダ
ー地吹雪解明に援軍






1 7日 （木）新潟日報 ：克雪住宅テー マに雪氷
防災研究会 29日長岡
で





東奥日報 ： 克雪へ 「現場の声」
次々ー 他県からも参加
者 研究発表会







30日 （水）朝日 ： 雪下ろし対策行政も本腰
長岡雪氷防災研が訴え
-- 新潟日報 ：克雪住宅広げよう 長岡で研究会
1988. 1 2. 7- 1 2. 26大倉 博（第 4研究部主任研





本海下の地震による新地震波 フ ェイ ズ（英文）． 1 2
頁 防災科学技術研究資料 130号 （昭和63
年11月）長岡における積雪の断面観測資料(198 7.
1 2- 1988. 4). 9 4頁 主要災害調査 30号（昭和
和63年11月）1988年集中豪雨災害調査報告ー 島根
・ 広島地区ー ． 115頁 防災科学技術 64号
（昭和63 年11月）火山防災研究特集．90頁
三
11月 8 日 韓建康中国蘭州氷河凍土研究所助理研
究員（長岡）






25日 長岡市防災会議委員一 行 （長岡）
R. J. Moore英国水文研究所水文モデル
研究室長 （本所）-
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